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　「１７２のこころ」

　７月末に新入児を迎え、さらに賑やかクラスがスタート！！
　新しく入園したＹくんが最初に登園した日、初めて見る友
だちに「だれ〜？」と、不思議そうに保育者に尋ねるちゅうりっ
ぷ組さん。でも、「今日から新しいお友だちと一緒にすごすよ
〜」の言葉かけだけで、クラスの雰囲気はいつもと何も変わ
らず、Ｙくんも自然と遊びに溶け込んでいました。
　数日後、お休みしていてＹくんがいることを知らなかった
Ｉくんに「新しいお友だちがいるんだよ」「Ｙくんだよ」と、
伝えると「ん？Ｙくん？」と、言いながらＹくんのそばに向
かい、顔を覗き込んで笑いかけていました。その後、ホール
に遊びに行くために「お友だちと手を繋いでね」と、みんな
に声をかけると、すぐにＹくんの所に行き、手を取るＩくん、
そしてその Iくんの手を何も言わずに受け入れて手を繋ぐＹ
くん。ふたりの姿に心がポカポカ…♡♡♡
　そんな子どもたちだからこそ、自然に溢れ出るやさしさに
包まれ、認め合い、自信を持ち、言葉や行動で自分を表現す
ることができるのだろうなぁ…と、これからのちゅうりっぷ
組の子どもたちの心身の成長への期待がさらに高まりました。



　あっという間に８月となり、お盆の時期になりました。ご先祖様を
お迎えする準備や親せきでの集まり等、何かとお忙しい時期かとお察
しします。
　この時期に私がふと思い出すのは、「故郷」という言葉です。保護者
様のなかには、県外から嫁いで来られたり、お仕事の都合で武雄に来
られたり等、故郷から離れて子育てをされている方も少なくないので
はないでしょうか。なかにはちょっと帰りたいな、と思ってもすぐに
帰ることができる距離ではない方もいらっしゃるかも知れません。

　皆様が「故郷」と聞いて連想するものは何でしょうか。もしかしたら、
場所以外のものを想うかも知れません。私にとっての「故郷」は、寒
い冬の夜に「りさちゃんの足は冷たいのう。」と言って自分の足を私の
布団に入れたまま、絵本を読んでくれた祖父の声と、皺が入った頑丈
な温かい手と、ページをめくる乾いた指の音です。いつまでもその時
間が続いて欲しくて、わざと世界童話全集のような厚い本を選んで祖
父に差し出し、「何て幸せなんだろう」と思いながら眠りについていた
のを思い出します。

　園に来た新しい木製のベンチでいつも絵本を読んでいる親子の姿を
目にする度、あの夜を思い出して温かな気持ちになります。この子た
ちにとって、この時間がいつの日か「故郷」になるのだろう、と。
　なかなか里帰りできない、または、もしかしたらもっと遠くに、会
いたいのに会えない人がいる保護者の方々。皆様は一人ではありませ
ん。大切に大切に育ててくれた、あの人を想うだけで、いつでも「故郷」
はすぐ傍にあることを、ぜひ忘れないでいて下さい。
　そしてもちろん、その「故郷」は、あの時の懐かしい温度をそのままに、
いつまでも皆様の支えとなり続けることも。今年のお盆は、それぞれ
の「故郷」を想って過ごしてみませんか。


